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1700万～1200万年前 太平洋プレートの沈み込みによってフィリピン海プレート東縁部
に海底火山の群れが誕生する（古い海底火山の時代）。

50万～10万年前 富士宮全域が陸地となり、周辺では先小御岳・小御岳・愛鷹山など
の火山活動が生じる。

1万7000～8000年前 

8000年前～古墳時代

田貫湖岩屑なだれの崩壊谷の中から新富士火山が誕生・成長し、富
士宮周辺には何度も溶岩が流れ下り、富士川に達する。

1万4000～1万3500年前 村山周辺で爆発的な割れ目噴火が生じ、村山スコリアが降り積も
る。その前後、大鹿窪遺跡に人々が暮らす。

2900年前 古富士火山の古い峰が御殿場側に山体崩壊し、富士山が単一峰と
なる。

新富士火山の噴火と成長が続き、時折富士宮の周辺に溶岩流が
到達するとともに、土石流によって火山麓扇状地が発達する。
この時期を通じて各地の遺跡に人々が暮らす。

8000年前 犬涼み山溶岩流が流れ下り、人穴の溶岩トンネルがつくられる。

1500年前 青沢溶岩流が流れ下り、山宮浅間神社遥拝所の地形ができる。

1万7000年前 芝川溶岩流が芝川沿いを流れ下り、富士川に達する。

1万年前 最終氷期が終わって地球全体が温暖な気候へと向かう。

5500年前 二子山が噴火して溶岩流が外神付近に達する。

3150年前 山頂付近の爆発的噴火によって大沢スコリアが降り積もる。

10万～1万7000年前 

古富士火山が誕生・成長し、富士宮周辺には土石流によって火山麓
扇状地が発達する。２万年前には南西側に大規模な山体崩壊が起
き、田貫湖岩屑なだれが堆積する。富士川河口断層帯の活動が始ま
り、星山・羽鮒丘陵が隆起開始。そこに旧石器時代の人々が暮らす。

200万～50万年前 

伊豆半島の衝突によって既存の地層や、この時期に堆積した地層
が大きく褶曲・変形するとともに堆積環境が海から陸へと変化し
ていき、岩淵火山の活動も起きる（庵原層群の時代）。

1400万～200万年前 上記の海底火山群が次々と本州に付加する一方で、それらの間に
生まれたトラフを厚い堆積物が埋めていく（富士川層群の時代）。

富士宮の自然史年表

一
七
〇
〇
万
年
前
〜
一
五
〇
〇
年
前  

781年 南山腹の噴火で鑵子山が誕生する。

1331年 大地震で入山瀬にあった滝泉寺の大伽藍が崩壊したと伝えられる。

1707年 

1974年 

宝永地震の49日後から始まった宝永噴火によって宝永火口と宝永
山が誕生し、その様子が富士宮から目撃される。

1854年 安政東海地震が発生して再び白鳥山が崩壊し、富士川の河道閉塞
とその決壊が起きる。

潤井川の洪水対策の一環として星山放水路が完成する。

1960年代 大沢崩れが国の直轄砂防地となり、砂防対策が進められる。

1834年 富士宮も含む富士山麓の広域で大規模な雪代災害（天保雪代）が発
生する。

2000年 
秋から翌年初夏にかけて富士山の地下深部で低周波地震活動が活
発化し、それがきっかけとなって2004年に富士山のハザードマッ
プが整備される。

2011年3月15日 

静岡県東部の地震で震度６強が記録され、富士宮市街地が被害を
受ける。この地震がきっかけとなって2015年に富士山火山広域避
難計画が策定され、2021年には富士山ハザードマップの改定版が
完成する。

1707年 
宝永地震と翌日の大余震で富士宮が大きな被害を受けるとともに
白鳥山が崩壊して長貫村が埋まり、その結果として富士川の河道
閉塞とその決壊による洪水が起きる。

11世紀 不動沢・日沢割れ目噴火で富士宮口登山道付近の地形がほぼ現在
の形となる。

864年 
貞観噴火で青木ヶ原溶岩流が流れ、本栖湖・精進湖・西湖が現在の
形となる。
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東
地
方
縄
紋
時
代
後
期
の
実
年
代
」（『
考
古
学
と
自
然
科
学
』

第
五
四
号
、
一
三
─
三
三
頁
）

 

・ 

小
林
謙
一 

二
〇
一
七 

『
縄
紋
時
代
の
実
年
代
』（
同
成
社
）

 

・ 

小
林
謙
一 

二
〇
一
九 
『
縄
紋
時
代
の
実
年
代
講
座
』（
同
成
社
）

 

・ 

小
林
謙
一
・
尾
嵜
第
真
・
大
森
貴
幸
・
米
田
穣  

二
〇
二
二 

「
大
鹿
窪
遺
跡
令
和
二
年
度

調
査
出
土
炭
化
物
の
炭
素
一
四
年
代
測
定
」（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
『
史
跡
大
鹿
窪

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』）

 

・ 

小
林
淳
・
青
木
か
お
り
・
村
田
昌
則
・
西
澤
文
勝
・
鈴
木
毅
彦 

二
〇
二
〇 

「
伊
豆
諸
島
、

新
島
火
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山
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ン
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以
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テ
フ
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と
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火
史
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六
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頁
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小
松
隆
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〇
〇
五 

「
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部
高
地
の
縄
文
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期
集
落
の
展
開
」（『
金
大
考
古
』
五
〇
号
）

 

・ 

静
岡
県 

一
九
九
〇 

『
静
岡
県
史 

資
料
編
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考
古
一
』

 

・ 

静
岡
県 

一
九
九
四 

『
静
岡
県
史 
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史
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原
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代
』

 

・ 

静
岡
県
文
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富
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川
町
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川
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〇
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岡
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川
町
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鹿
窪
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岡
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岡
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史
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史
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縄
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岡
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〇
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２
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岡
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岡
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